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オートファジーの分子機構と膜動態A01 公募
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低分子量 G 蛋白質 Rab は真核生物に普遍的に保存された膜（小胞）輸送の制御因
子で、ヒト等では 60 種類以上の異なる Rab 分子が存在し、様々なタイプの膜輸送を
制御している。ダイナミックな膜動態を伴うオートファジーも例外ではなく、近年
複数の Rab 分子（Rab7, Rab12, Rab33B 等）のオートファジーへの関与が報告されて
いる。しかし、Rab の種類数が非常に多いこともあり、Rab によるオートファジー制
御の詳細に関しては未だ不明な点が多い。当研究室ではこれまで、哺乳動物に存在
する全ての Rab を対象とした網羅的な解析システムを立ち上げ、Rab によるオート
ファジーのダイナミックな膜動態の制御機構の解明に取り組んで来た。その過程で、
富栄養条件下でのみ、オートファゴソームとリソソームの融合過程（すなわちオー
トファゴソームの成熟過程）に関与する新たな Rab 分子として Rab2 を同定すること
に成功した。本研究課題では、これらの知見をさらに発展させ、栄養状態（富栄養
条件下あるいは飢餓条件下）に依存した Rab 及びその制御因子を介したオートファ
ゴソームとリソソームの融合制御の分子基盤の解明を目指す。
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栄養条件に依存してオートファゴソームの
成熟過程を制御するRab の統合的機能解析


